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株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご高
配を賜り、厚く御礼申し上げます。代表取締役社長の
深山友晴です。

昨年来、イオンカードの不正利用被害の拡大、金融庁
による当社連結子会社であるイオン銀行への業務改善
命 令、ベ ト ナ ム の フ ァ イ ナ ン ス 会 社 Post and 
Telecommunication Finance Company Limited

（以下、PTF）に関する持分取得前の取引内容精査に伴う
第１四半期決算発表の延期および過年度決算の修正など、
株主の皆さまには多大なるご迷惑とご心配をおかけし
ましたことを、深くお詫び申し上げます。

イオンカードの不正利用につきましては、悪意ある

第三者による新たな手口による攻撃に対して、お客さま
をお守りするための対策が後手に回ったことが、被害の
拡大につながったと認識しております。近年、ますます
巧妙化するサイバー犯罪等の不法行為に対しては、 
専門部署の設置などによる不正検知・モニタリング体
制の強化に加え、業界各社や関係団体との連携を一層
深めることで、不正利用の撲滅および未然防止に取り組
んでおります。これらの対策を通じて、お客さまに安心
してご利用いただく環境の整備に向け、引き続き全力で
努めてまいります。

また、イオン銀行が金融庁より受けた業務改善命令、
および PTF の持分取得前に発覚した不適切な会計処理

更なるイオン生活圏
の拡大に向けて 
成長を加速します。

代表取締役社長社長 深 山  友 晴

社長メッセージ
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につきましては、当社が親会社として果たすべき子会社
管理が十分に機能していなかったことが一因であると
受け止めております。当社グループとしてこの事態を真
摯に受け止め、グループ全体のガバナンス態勢のさらな
る強化を進めております。子会社管理の強化に向けて
は、役員の派遣や報告制度の最適化を推進し、継続的な
改善に取り組んでまいります。

コーポレートガバナンスは企業価値向上の基盤であ
るとの認識のもと、当社グループは、より強固で透明性
の高いガバナンス態勢の構築に向けて継続的な改善を
進め、ステークホルダーの皆さまの信頼回復に努めてま
いります。

イオングループでは、グループ各社の総合力を組み
合わせて、地域に根差した商品・サービス・生活基盤
をシームレスに提供することでイオン生活圏を創造し、
お客さまの生活を豊かにしていくことを成長戦略の一つ
として掲げております。そのなかで、当社グループは、

「イオン生活圏」を金融サービスで繋ぐインフラづくり
の役割を担っております。国内においては、本年度は

「AEON Pay」を最重点事項として取り組み、お客さま
が、「いつでも、どこでも、安全、安心、便利でお得」に
サービスを利用できる環境の整備を進めております。

本年６月には、AEON Pay と電子マネー WAON の
融合を図り、両決済手段における残高を自由に移行でき

イオン生活圏の創造にむけて

AEO
N

 Financial Service

る機能を AEON Pay に搭載したことで、いずれの加盟
店でもシームレスにご利用が可能となりました。これに
より、従来からご利用いただいていた街中の加盟店に
加え、新たな加盟店の拡大も進み、AEON Pay 加盟店
網がさらに広がりました。今後もあらゆる生活シーンで
気軽に利用できる決済サービスの提供を目指してまい
ります。

お客さまが使いやすく、簡単にスマホ操作できるよう
に「イオンウォレット」アプリの UI・UX 向上を継続し
て推進しております。2025 年 7 月には、イオングルー
プ各社のサービスへワンストップでアクセスできる
ホーム画面を追加しました。これによりイオン銀行口座
とシームレスに連携できるようになり口座情報が確認
できるようになりました。また、ショッピングリボなど
の返済額を確認できるシミュレーション機能の搭載や、
カードショッピング１回払いを分割払いへ変更できる

「あとから分割払い」サービスを開始し、お客さまのお支
払いニーズに対応いたしました。

お客さまにとってわかりやすい金融サービスを提供
し、また、イオン生活圏の拡大に向けて、取り組みを
続けてまいります。

イオングループが海外戦略の最重点国として事業展
開しているベトナムでは、中間層の拡大を背景に、個人
向け金融サービス市場も飛躍的な成長を遂げています。

ベトナムでの成長戦略
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株
主
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ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 2008 年から事業を展開してきた当社は、2025 年

2 月の PTF 子会社化によりファイナンスライセンスを
取得し、本格的な事業展開が可能となりました。イオン
グループの事業領域が拡大するなか、当社が得られる
お客さまとのタッチポイントは、競合にはない大きな
強みとなります。

2024 年 10 月より提供を開始した、ベトナムでの
グループ共通ポイント「WAON POINT」は、イオン
ベトナムへの導入を皮切りに、会員基盤は300万人を
超えました。今後、スマートフォンを起点にした、デジ
タル完結型の後払い決済サービスの展開を計画してい
ます。グループ共通ポイントで顧客基盤を拡大するとと
もに、決済サービスを導入し、相乗効果を生み出したい
と考えています。

今後は、グループ各社の店舗やサービスを利用するお
客さまを取り込み、集積した購買データなどを活用する
ことで多様化するお客さまのニーズに応えるサービス
の提供を進めてまいります。特に、成長余地の大きい
ベトナムのクレジット市場において、当社がアジア
各国で培ってきたノウハウや、AI 等の技術活用、さら
にはイオングループのネットワークを最大限に活用する
ことで、クレジット業界のシェア No.1トッププレイヤー
となることを目指してまいります。

当中間期においては、国内外にてスマートフォンを

2026年2月期 中間期進捗について

起点とした顧客基盤の拡大に取り組み、連結有効 ID 数
は期首から 152 万人増加し、5,724 万人となりました。
顧客基盤の拡大は、取扱高および債権残高の増加に寄与
し、資産収益性の向上にもつながっています。これらの
結果、連結営業収益は 2,781 億円（前年同期比 109％）、
連結営業利益は 283 億円（同 104％）、連結経常利益は
291億円（同 108％）と増収増益となりました。

親会社株主に帰属する中間純利益は、2025年7月1日
に生命保険事業を営む連結子会社イオン・アリアンツ
生命保険株式会社（現明治安田トラスト生命保険株式
会社）の発行済み株式の85.1％を、明治安田生命保険
相互会社に譲渡したことに伴う特別損失の計上により、
87 億円（同 86％）となりました。

当社グループは、イオングループの総合金融事業の
担い手として、皆さまに安全かつ安心してご利用いただ
ける態勢の強化を第一に掲げつつ、事業成長にも力を
注ぎ、企業価値のさらなる向上に向けて、より一層の
経営努力を重ねてまいります。

今後とも、変わらぬご支援を賜りますよう、心より
お願い申し上げます。

最後に
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1,147億円（前年同期比 106％）国際

1,653億円（前年同期比 111％）国内
営業収益 2,781億円

（前年同期比 109％）
連結

187億円（前年同期比 107％）国際

95億円（前年同期比 100％）国内
営業利益 283億円

（前年同期比 104％）
連結

87億円
（前年同期比 86％）

親会社株主に帰属する
中間純利益

経常利益 291億円
（前年同期比 108％）

連結

連結業績予想
通期

営業収益 5,700億円

営業利益 570億円

経常利益 570億円

親会社株主に帰属する
当期純利益 210億円

2026年2月期
配当の状況

配当

中間 実績 25円

期末 予想 28円

年間 予想 53円

財務ハイライト

その他、詳細の取り組みについては
こちらをご参照ください。

業績ダイジェスト （2026年２月期 中間期）
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AEON Pay 新サービス開始

国
内
ト
ピ
ッ
ク
ス 当社は、イオングループが成長戦略の 一つとして掲げる「イオン生活圏の創造」において、金融サービスでグループをつなぎ、シナジーを創出する役割

を担っています。そのなかで、本年度は 「AEON Pay」へ経営資源を集中し、お客さまが「いつでも、どこでも、安全、安心、便利でお得」にサービスを
利用できる環境構築をすすめています。

金融をもっと近くに 
国内トピックス

WAONもAEON Payも、 
一つのアプリで完結。 

お買い物も地域応援も、 
スマホ一つでスマートに。

総合金融画面が追加

新たにイオン銀行との
連携により口座情報が
確認できるようになり
ました。
他にも、ほけん相談や
イオンモバイル契約な
ど、ワンストップでアク
セスできるようになり
ました。

「イオンウォレット」アプリも 
機能拡充。イオングループ各社の 

サービスへアクセスが便利に

が使える店舗拡大中
飲食店 ファッションコンビニドラッグストア

スーパーマーケット 
ショッピングモール家電量販店

– 5 –
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当社は、イオングループが成長戦略の 一つとして掲げる「イオン生活圏の創造」において、金融サービスでグループをつなぎ、シナジーを創出する役割
を担っています。そのなかで、本年度は 「AEON Pay」へ経営資源を集中し、お客さまが「いつでも、どこでも、安全、安心、便利でお得」にサービスを
利用できる環境構築をすすめています。

AEON Payの機能向上、 
利用加盟店数増加で、イオン生活圏は 
これからも拡大してまいります

よりお客さまにとってわかりやすい 
金融サービスの提供に向けて

AEO
N

 Financial Service

イオン銀行は、イオングループのショッピング 
センター内を中心に、全国180箇所で営業中。
土日祝日はもちろん、年末年始やゴールデン 
ウイークを含めて、年中無休で営業しています。

全国のイオングループに出店するイオン銀行店舗
と保険代理店サービスを展開する「イオンのほけ
ん相談」店舗の一体運営を開始。さまざまな金融
サービスをワンストップで提供し、お客さまの利便
性向上を図っています。

イオンのほけん相談 一体運営スタート

AEON Pay 
利用可能箇所数 約４３０万箇所

※2025年6月時点

– 6 –
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コード残高とWAONタッチ残高を、スマホ一つで移行できるようになりました。コード
決済しか対応していないお店ではコード決済で、WAONタッチが使えるお店ではタッチ
決済でお支払いするなど、柔軟なお買い物が可能となります。

「ご当地WAON」の機能を拡大し、AEON 
Payチャージ払いでも寄附が可能になり
ました。お住いの地域や旅行先、帰省先な
ど、お客さまが地域貢献や応援したい地
域・団体などを選択することで、地域経済
活性化や環境保全、観光振興に貢献する
ことができます。

ご当地WAONについて

ご当地WAONは、ご利用金額の0.1％をイオンが寄附し、地域の活性化にお役立ていただけるWAONカードです。
本取り組みは2009年、島根県大田市との「石見銀山WAON」からスタートしました。2025年８月29日時点で
186種類のご当地WAONを発行し、総寄附額は33億3,163万円（2025年２月末時点累計）になりました。

金融をもっと近くに 国内トピックス

チャージ残高移行機能

スマホ決済を通じた地域貢献

残高移行の 
詳細はこちら

ご自身が応援したい地域・団体を自由に
設定可能です。いつでも手軽に寄附先を
変更することもできます。

環境保全ふるさと応援文化遺産保全 復興支援

ご当地 
設定方法

コード決済 タッチ決済

残高相互移行

AEON Pay画面

ご自身が選択したWAON
券面が表示されます

2025年6月26日からAEON PayとWAONが統合し、新「AEON Pay」としてサービスを開始しました。
今回、新たに加わった便利なサービス･機能を紹介します。

– 7 –
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イオン銀行 データ （2025年8月末時点）

毎日の暮らしのなかで、お買い物に便利でポイントもたまる、おトクなカードやサービスを探している方に

イオン銀行キャッシュ＋デビットのデザインリニューアルや新たな商品の導入など、当社グループ
ならではのサービスを展開し、イオン銀行の口座数や預金残高は拡大しています。

イオンカードセレクト
キャッシュカード、クレジットカード、電
子マネー WAONの機能・特典が1枚
になったカードです。イオンでのお買い
物割引や、ポイントサービスなど、暮ら
しに役立つ特典をご用意しております。

イオン銀行キャッシュ＋デビット
2025年6月30日より、デザインリ
ニューアルを行いました。イオンカー
ドとも統一感を持たせる縦型デザイ
ンを採用しています。

住宅ローンお借入期間最長50年の取扱いを開始

従来は最長35年までとしていたお借入期間を最長50年までとする取扱いを2025年
4月1日より開始しました。毎月のご返済額を抑えるなど、より多くの選択肢のなか
から、お客さまのライフスタイルに応じた住宅ローンをお選びいただけるようにな
りました。

2025年 オリコン顧客満足度 ® 調査 「住宅ローン」 
初の総合１位を受賞

イオン銀行は「商品内容の充実さ」や「担当者の対応」、「付帯サービス」など９つの
項目について評価された結果、総合1位を受賞しました。

店舗数 180店舗預金残高 55,053億円 口座数 883万口座

– 8 –
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海
外
ト
ピ
ッ
ク
ス 当社は、地域密着型の事業展開を通じて国内外で 信頼関係を築き、グローバルに成長してきました。地域のニーズに応じた革新的なサービスを提供し、アジアで

顧客の生活を支え、営業債権残高は1兆円を突破 しています。金融をもっと近くに 海外トピックス

イオングループではベトナムを海外戦略の最重点国と位置づけ、さまざ
まな事業を展開しております。

2025 年 5 月現在、大型ショッピングセンター ７カ所、GMS/SM は 46
店舗を展開しており、今後 5 年でこれら店舗網を現在の３倍以上の規模に
拡大していく計画です。

現地のイオンモールでは、１モールあたり年間延べ 1,200 万人ものお客
さまが来館しており、当社が得られるお客さまとのタッチポイントは、他の
銀行やファイナンス会社にはない、大きな強みと言えます。

当社は、2008 年に ACS Trading Vietnam Co., Ltd. を設立以来、
現地で家電や二輪車などの自社割賦販売を中心とした事業を展開し、
ベトナムのお客さまの暮らしに密着したサービスの提供に取り組んで
まいりました。

2024年10月には、ベトナムにおけるイオングループ共通ポイント
「WAON POINT」サービスを開始しております。

現地において、ファイナンス事業を展開する PTF※を子会社化したこ
とで、個人向けローンをはじめクレジットカードの発行など、提供する
商品・サービスのラインナップを拡充し、イオングループ一体となって
ベトナムにおけるイオン生活圏をさらに拡大してまいります。

※Post and Telecommunication Finance Company Limited

ベトナムの成長性
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イオングループはマレーシアで 40 年以上の歴史があり、当社子会社の AEON CREDIT SERVICE(M)BERHAD は、1996 年に
設立後、2007 年に現地取引所に上場し、バイクの分割払いの提供やクレジットカードの発行などで事業を拡大してきました。
近年ではイオン小売事業とのアプリ連携やポイント共通化など、小売と金融のシナジーを発揮しております。

2022 年 4 月には、マレーシア初となるデジタルバンクライセンスを取得し、2024 年 5 月に AEON BANK(M)BERHAD 
（デジタルバンク）を開業しました。

デジタルバンクは、店舗を持たない銀行であり、すべてのサービスをオンラインで提供することで、誰でも、どこからでもアク
セスできる新しい銀行であり、さらにマレーシアで普及しているイスラム金融方式を採用することで、マレーシア現地に根付い
た商品・サービスを提供しています。

当社は、地域密着型の事業展開を通じて国内外で 信頼関係を築き、グローバルに成長してきました。地域のニーズに応じた革新的なサービスを提供し、アジアで
顧客の生活を支え、営業債権残高は1兆円を突破 しています。

マレーシアでの金融包摂

マレーシアでのイオン生活圏のさらなる発展につなげていくことを目的に、
AEON CREDIT SERVICE(M)BERHAD（以下、ACSM）と AEON CO.(M)BHD
は2025年9 月に新会社「AEON360 Sdn.Bhd.」を設立しました。

同社は、イオングループがマレーシアで培ってきた小売業におけるお客さま
や店舗、取引先などの事業基盤と、ACSM が現地で展開する金融商品・サー
ビスから蓄積したノウハウやデータを融合することで、お客さまのライフスタ
イルに関わる全方位のサービス提供、および顧客 ID やロイヤリティ制度の共
通化、AI を活用したデータマーケティングなどの提供を目指してまいります。

マレーシア合弁会社設立

契約調印式で握手する両社社長
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持続可能な社会の実現を通じた「平和」への貢献 取り組み事項 主要指標（2030年）

人 

権

革新的な金融 
サービスを通じた 

幸せの追求

安全・安心で革新的な金融サービスの提供や、
誰もが金融サービスにアクセスできるインフラ
の構築、ならびに金融リテラシーの向上を推進
し、お客さまのより豊かな生活と幸せを追求し
ます。

安全・安心、かつ誰もがアクセスしや
すい金融インフラを提供する

・ 全金融商品・サービスのデジタル提供と、お客さまが安心してご利用で
きるセキュリティ対応の継続更新

・ 事業展開国において、決済サービスを越境（ボーダレス）で提供

顧客体験の向上に向けた 
DXを推進する ・DX推進人材の育成、確保

金融サービスを通じて地域社会の 
発展に貢献する

・金融包摂の取り組み推進 
・地域やコミュニティとの連携 
・金融サービスを通じた災害対応支援

金融教育を通じ、お客さま・お取引
先さま・従業員の生活を豊かにする

・ 金融教育累計受講者数50万人 
国内：35万人 
海外：15万人

社会・環境の変化に配慮した 
資金運用と資金調達を実現する

・サステナブル投融資方針の検討 
・サステナブルファイナンスの実行

人材の多様性と 
可能性の発揮

従業員の人間性と多様性を尊重し、個々の能
力が最大限に発揮されるとともに、誰もが働き
がいを感じる職場環境を実現することで、チー
ムとしての目標達成を目指します。

従業員の多様性を尊重し柔軟で 
働きがいのある職場環境を構築する

・ 女性管理職比率 取締役30％、部長職以上30％（国内）
・障がい者雇用率3%（国内）
・PRIDE指標取得（国内）
・男性育児休取得率100％（国内）
・従業員トレーニングの充実
・従業員のエンゲージメントの向上

レジリエントな 
経営基盤の確立

高い倫理観と規律ある人材育成および現場へ
の権限委譲による迅速かつ柔軟な意思決定を
実行します。
バリューチェーン全体におけるリスクマネジメン
ト、経営管理の高度化によるガバナンスの進化
ならびに強靭な企業体質の構築を目指します。

ステークホルダーからの信頼を向上
させるガバナンス体制を構築する

・法令等遵守
・インシデントによる業務停止件数
・ サステナビリティ指標の役員報酬への組入れ検討
・外部ESG格付評価向上
・ 災害などでの経営危機発生時における迅速・適切な対応による被害最

小化、事業維持、早期復旧（BCP）
・ガバナンス意識の醸成

気候変動等 
への対応

当社グループの提供する商品やサービスを通じ、
お客さまや地域コミュニティと一体となって脱炭
素化に取り組むべくビジネスモデルの転換により
資源の有効活用を進めてまいります。

脱炭素社会に資する 
金融サービスを提供する

・気候変動等への対応
・環境保全サステナビリティ活動の推進
・ 省エネルギー推進による温室効果ガス排出量削減
・環境配慮型商品・サービスの提供

マテリアリティを４つの分野に体系的に分類することで、４課題を明確化して
います。この４課題に対する取り組み事項および2030年の主要指標を設定
し、課題解決に向けて当社グループ全体で進めております。Our Purposeの
もと、お客さまと地域に最も貢献できる企業グループであるために、従業員
一人ひとりが自立的に考え、自律的に行動して変革に挑み続けてまいります。

マテリアリティについては 
こちらをご参照ください。

サステナビリティ 当社グループは、Our Purposeのもと、誰もが心豊かで 幸せに暮らせる持続可能な社会の実現、平和に貢献することを目指し、その実現に向けて、中長期的に当社事業に
影響を及ぼす重要な社会課題（マテリアリティ）を特定 しています。社会課題解決に向けた取り組みの一部をご紹介します。

AFSグループにおけるマテリアリティ 革新的な金融サービスを通じた幸せの追求

レジリエントな経営基盤の確立

人材の多様性と可能性の発揮

気候変動等への対応
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セキュリティ強化に向けた取り組み
昨年は、フィッシング詐欺メールを端に発したオフライン取引を悪用したクレジットカードの不正利用への対策が遅れたことで、大変な
ご迷惑とご心配をおかけしました。お客さまが安全・安心にご利用いただける環境を構築するため、本人認証サービス（3Dセキュア）
の導入や24時間365日、不正利用を察知する異常検知モニタリング等のセキュリティ体制を構築しております。

自社のセキュリティ対策だけではなく、外部企業・団体と連携し、新たなサービス
の導入を進めています。2025年7月にはグーグル・クラウド・ジャパン合同会社
とフィッシング詐欺対策の強化を目的としたパートナーシッププログラム契約を
締結しました。これにより、イオンカードの「暮らしのマネーサイト」や「イオン銀行
インターネットバンキング」を模倣した不正なウェブサイトの早期の特定とその 
サイトへのアクセス時に警告画面（右図）を表示することが可能となり、お客さまが
不正なウェブサイトを察知し、誤って情報を入力するリスクの低減を図っています。

[取り組み事項] 安全・安心、かつ誰もがアクセスしやすい金融インフラを提供する

3

危険なサイト

セキュリティで保護されたページに戻る詳細

アクセスしようとしたサイトでは、攻撃者
がユーザーを騙してソフトウェアをインス
トールさせたり、パスワード、電話番号、ク
レジットカード番号などを開示させたり
する可能性があります。安全なページに
戻ることを強くおすすめします。
この警告の詳細

deceptivesite.com

警告画面 
（レッドスクリーン） 
表示例

当社グループは、Our Purposeのもと、誰もが心豊かで 幸せに暮らせる持続可能な社会の実現、平和に貢献することを目指し、その実現に向けて、中長期的に当社事業に
影響を及ぼす重要な社会課題（マテリアリティ）を特定 しています。社会課題解決に向けた取り組みの一部をご紹介します。

本人認証サービス 
（3Dセキュア）

ワンタイム 
パスワード認証

EV-SSL通信

不正防止モニタリング

電話番号とマイナンバー 
カードによる本人認証

ご利用通知サービス
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金融リテラシー向上の取り組み

[取り組み事項] 金融教育を通じ、お客さま・お取引先さま・従業員の生活を豊かにする

当社グループは、金融に関する知識を身に付けておくことの重要性を認識し、金融リテラシー向上に取り組んでいます。
これから成人、社会人として金融サービスの利用者となる大学生などを対象に寄付講座を開催しているほか、各地の高校や専門 
学校などにおいてクレジットカードをはじめとしたお金に関する教育の提供や、自治体と組んだキャッシュレスイベント開催など
を継続して行っています。
また、イオンワンパーセントクラブと共同で「わく
わくキャッシュレス体験」イベントを開催し、未就
学児から中学生を対象にキャッシュレス決済の利
便性やお得さについて実感いただいております。
国内にとどまらず、海外のグループ会社でも金
融セミナーを開催するなど、金融リテラシー向上
のためのさまざまな取り組みを行っています。

サステナビリティ

わくわくキャッシュレス体験 AFSアカデミー講座

従業員エンゲージメント向上の取り組みについて

[取り組み事項] 従業員の多様性を尊重し、柔軟で働きがいのある職場環境を構築する

当社グループは、イオングループの一員として、お客さまに対する 
価値創造を担う従業員を最も重要な経営資源であると捉えています。 
Our Purpose「金融をもっと近くに。一人ひとりに向き合い、まいにちの
くらしを安心とよろこびで彩る。」を体現するには、従業員が自らの 
仕事に対して意欲を持ち、充実感を得られる職場環境が不可欠である 
と考え、従業員エンゲージメント向上を重要な目標として掲げています。
当社グループのエンゲージメントスコアは他社平均を下回る結果となっ
ており、2026年度までに国内連結会社において組織の信頼関係が健全
であることを示すスコアポイントを目指し、改善活動を進めています。 エンゲージメントサーベイ結果共有会

– 13 –

PDF010_0606201602511.indd   13PDF010_0606201602511.indd   13 2025/10/31   13:22:372025/10/31   13:22:37

従業員人数／比率（2024 年度）

男性 女性

グループ連結 6,430名（41.4%） 9,117名（58.6%）

うち国内 2,618名（56.4%） 2,026名（43.6%）

うち海外 3,812名（35.0%） 7,091名（65.0%）

管理職※人数／比率（2024 年度）

男性 女性

グループ連結 2,306名（66.1%） 1,181名（33.9%）

うち国内 1,677名（74.0%） 590名（26.0%）

うち海外 629名（51.6%） 591名（48.4%）

※係長職以上

平均年齢／平均勤続年数（2025年2月末）

国内 男性 女性 計

平均年齢 40.8歳 46.6歳 44.9歳

平均勤続年数 8.2年 8.8年 8.6年

研修費用・研修時間実績

国内 2024年度 2023年度

一人当たりの研修費用 46,604円 77,438円

一人当たりの研修時間 38.4時間 66.1時間

障がい者雇用率
国内 （2025年6月1日現在）

2.67%
※ 国内グループ7社の合計　下記は常用雇用者が

43.5名未満のため法定雇用率 
適用対象外：AFSコーポレーション㈱、 
ACSリース㈱、イオン少額短期保険㈱

人材関連データ

商 号 イオンフィナンシャルサービス株式会社
上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所プライム市場

（証券コード：8570）
本 店 東京都千代田区神田錦町一丁目1番地
電 話 番 号 （03）5281-2080（代表）
設 立 1981年6月20日
資 本 金 456億98百万円
発 行 可 能 株 式 総 数 540,000,000株

発 行 済 株 式 数 216,010,128株
株 主 数 68,794名
U R L https://www.aeonfinancial.co.jp/

会社概要 2025年8月末現在

決 算 期 2月末日
基 準 日 定 時 株 主 総 会 基 準 日

期 末 配 当 基 準 日
中 間 配 当 基 準 日

2月末日
2月末日
8月末日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告（https://www.aeonfinancial.co.jp/）

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による
公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載するこ
とといたします。

株主メモ 2025年8月末現在
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イオンカードのふるさと納税サイト「まいふる」は、各自治
体ごとに特徴的で魅力的な返礼品をお選びいただけます。
寄附が可能な自治体は1,000以上に拡大し、50万点以上の
返礼品が選べるようになりました。
返礼品は「自治体」「返礼品」「特集」などのカテゴリーから
選べますので、ご自身にぴったりの返礼品をぜひ見つけて
みてください。

つながる・ひろがる・ふるさと納税

詳細は 
こちらから

イオンのほけん相談から 
キャンペーンのご紹介！

さまざまな保険を取り扱っています。 
期間限定のキャンペーンを実施中です。

詳細は、Webページをご確認ください。

Information

まいふる by AEON CARD

みんなの想いをカタチに。

まいクラウドファンディングは、クラウドファンディング事
業を通じて、地域から発信される新しい製品や新しい挑戦
に関する情報を多くの方に知ってもらえるサイトを目指し
ています。

詳細は 
こちらから

※ クラウドファンディングとは、資金を調達したい人がプロジェクトを
公開し不特定多数が支援を行うシステムのこと

⃝ イオンマークのカードでのご支援で 
WAON POINTがいつでも基本の２倍！

⃝ たまったWAON POINTでクラウド 
ファンディングの支援が可能！

クラウドファンディングをはじめるならイオンカード！

ご相談でもれなく
3 3 3 3 giftee Cafe Box 

400円分をプレゼント！

相談予約および面談完了をもってプレゼント進呈いたします 2026年1月31日（土）まで
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